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ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。  

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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私たちは東大阪病院の認定看護師です 

 

 

社会医療法人有隣会 東大阪病院 

東大阪病院には専門分野に特化した豊富な知識と高い技術をもつ「認定看護師」が在籍しています。 

５つの専門分野、５名の認定看護師を紹介させていただきます。 
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院内では創傷（主に褥瘡）・ストーマ（人工肛門・人工膀

胱）・排泄ケア（失禁、オムツなど）を専門とし「どうしたら

様々な刺激から皮膚を守り、皮膚の働きが正常に向かうのか」

を考え活動しています。褥瘡・ストーマ・失禁とケアをする範

囲が広い上、多種多様な物品を活用する分野です。 

入院時から退院後までご本人・ご家族へ寄り添える看護、そ

して共に行える簡便なケアの提供を心がけ、その人らしい充実

した生活が送れるようにお手伝いいたします。褥瘡が中々治癒

しない、ストーマ周囲の皮膚トラブル、オムツかぶれ等で困ら

れていることがございましたら遠慮なくご相談ください。 公益社団法人 日本看護協会 

 皮膚・排泄ケア認定看護師（2013年取得） 

 
光門 智美（みつかど ともみ） 

私は患者様とご家族の方が、がんと共に生きていく上で痛み

や呼吸困難、不眠や不安といった様々な困難があっても穏やか

に笑顔で過ごせるような関りを大切にしています。特にご家族

へのケアは重要と考えており、病棟看護師と一緒に考え、医師

や薬剤師、リハビリ療法士やMSWなどの多職種と協働して専門

的な緩和ケアを行っています。 

がんに関連した困りごとや悩み事などがありましたら、より

良い方法を一緒に考えていきたいと思いますのでいつでもご相

談ください。 

感染管理認定看護師は、「医療を提供する場で働くあらゆる

人々及び患者様とそのご家族を医療関連感染から守る」という

役割が求められます。患者様や職員の健康を守るため、日々活

動を行っています。昨今、専門性が高い医療が求められる中、

感染対策も新しく変化しています。医療を提供する場での感染

対策をわかりやすく具体的に提供し、縁の下の力持ちとなって

支えていきたいと思います。感染対策に関するご不明点、ご依

頼などがありましたらいつでもご相談ください。 
公益社団法人 日本看護協会 

 感染管理認定看護師（2015年取得） 

 
白井 智美（しらい ともみ） 

公益社団法人 日本看護協会 

 緩和ケア認定看護師（2016年取得） 

 
北地 春菜（きたじ はるな） 
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 回復期とは、脳血管疾患や骨折後の急性期治療を終え病状が安定し急

な病状変化が考えにくい段階にあることを指します。この回復能力の高

い時期に集中的に家庭や社会への復帰を目的としたリハビリテーション

を行うのが回復期リハビリテーション病棟です。 

 回復期リハビリテーション病棟に入院される患者様は慣れない入院生

活や身体機能の低下による不安などの多くのストレスを抱えていらっ

しゃいます。私はそんな患者様の不安に寄り添い、患者様とそのご家族

が退院後の生活に希望を持ち地域社会の中で趣味や役割をもち

生き生きと生活できるようにお手伝いさせていただいていま

す。リハビリテーションに関連した困りごとや悩み事があり

ましたら、遠慮なくご相談ください。 

一般社団法人回復期リハビリテーション協会 

 回復期リハビリテーション認定看護師（2017年取得） 

 
松久 真穂（まつひさ まほ） 

 私は現在回復期リハビリテーション病棟で勤務しております。病気や

入院を機にせん妄の発症や、元々の認知機能が入院による環境の変化な

どで低下されることが多くあります。入院患者様が安心・安全に入院生

活が送れるように多職種で協働し支援させていただいています。認知症

のある患者様の「その人らしさ」や「持てる力」に寄り添えるような看

護ができればと思っています。 

地域で生活されている方の認知症看護でお困りのことや悩み事な

どがありましたらご相談ください。よろしくお願いいたします。 公益社団法人 日本看護協会 

 認知症看護認定看護師（2020年取得） 

長谷川 はるみ（はせがわ はるみ） 

認定看護師制度は、特定の看護分野において、熟練した看護技術と知識

を用いて水準の高い看護実践のできる認定看護師を社会に送り出すことに

より、看護現場における看護ケアの広がりと質の向上を図ることを目的と

しています。 

入院患者様をはじめとした院内のケアの活動だけではなく、各種ご相談

や研修といった活動を通して地域の方々へ良質な看護提供を目指しており

ます。ご依頼いただけましたら医院・クリニックでの研修やケアのご相談

を承りますのでご連絡ください。 

 

直通TEL 06-6932-0369 直通FAX 06-6932-0086 

東大阪病院 地域医療連携部 
 東大阪病院（代表） 

 T E L :０６（６９３９）１１２１    ＦＡＸ :０６（６９３９）１１９１  

大阪府大阪市城東区中央１丁目７－２２ 


